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【主な研究成果】
  近年、Mg合金では機械的特性や加工性の向上に加え、多機能化を指向した材料開発が注目されている。本研究では、ILMで開発された多機能Mg-4.5Al-2.5Ca-0.02Mn合金に着目し、その優れた降伏対称性の発現機構を明らかにすることを目的として、その場中性子回折とデジタル画像相関法（DIC）を組み合わせた解析を行った。さらに、変形前後の微細組織をEBSDにより評価した。　
  一般にMg合金の加工材は強い集合組織を有し、{10-12}双晶の臨界分解せん断応力（CRSS）が柱面すべりより低いため、圧縮変形では双晶が優先的に活動し、圧縮降伏応力は引張降伏応力より低くなる。このため、降伏対称性が劣ることが知られている。一方、本合金は引張および圧縮でほぼ同等の降伏応力を示す特徴を有する。本研究では、673 Kで時効処理後、473 Kで押出加工した材料を用いた。その結果、圧縮および引張の降伏応力はそれぞれ約350 MPaおよび335 MPaであり、優れた降伏対称性を示した。
  その場中性子回折の結果から、圧縮変形では{10-12}双晶が降伏挙動を支配する一方、引張変形では底面すべりおよび柱面すべりが主に活動することが明らかとなった。さらに、各結晶方位における応力応答の違いを解析することで、本合金における降伏対称性は、双晶活動とすべり変形の協働および集合組織の影響に起因することを明らかにした。
【今後の展望】
  本年度は、Mg-Al-Ca-Mn系合金の室温における引張および圧縮変形機構を、その場中性子回折により明らかにした。その結果、本合金の力学特性は初期集合組織、結晶粒径、およびC15型析出物の分散状態と密接に関連していることが示唆された。これらの知見を踏まえ、今後は結晶粒径および析出物量を制御した試料を作製し、SEM/EBSDによる組織観察とその場中性子回折を組み合わせることで、変形機構のさらなる定量的理解を進める予定である。
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